
○ 本年６⽉末時点の主⾷⽤⽶の作付意向は、136.3万ha（対前年10.4万ha増）、735万トン
（対前年56万トン増）

○ ４⽉末時点の前回調査時と⽐べ、さらに2.9万ha、16万トンの増
○ 過去５年で最⼤の⽣産⾯積（増加の伸びも⽣産量調査を開始した平成16年産以降、最⼤）

⽔⽥における作付意向（令和7年産第3回中間的取組状況（令和7年6⽉末時点）） 【概要】

130.3
125.1 124.2 125.9

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

【対前年】
＋10.4万ha
（+56万トン）

令和７年
（４月末時点）（６⽉末時点）

（679）（661）（670）
（701）

133.4
（719）

136.3万ha
（735万トン）

【対４⽉】
＋2.9万ha

（+16万トン）
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【主⾷⽤⽶、備蓄⽶及び戦略作物の作付状況】

○ 農林⽔産省では、産地・⽣産者が主体的に作付けを判断し、需要に応じた⽣産・販売を⾏うことができるよう、
都道府県別の作付意向を聞き取り、公表。過去５年間の各作物の作付推移は、次のとおり。

⽔⽥における作付意向（令和7年産第3回中間的取組状況（令和7年6⽉末時点）） 【詳細】
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注１：主食用米及び戦略作物の７年産意向は、地方農政局等が６月末時点で都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（麦・大豆は基幹作の面積）。
２：主食用米の６年産以前の実績は、統計部公表の主食用米作付面積。
３：加工用米及び新規需要米（新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲）の６年産以前の実績は、取組計画認定面積。
４：麦・大豆の６年産以前の実績は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
５：備蓄米は、７年産米の入札を当面中止。６年産以前の実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。
６：単位未満で四捨五入しているため、対前年差について、表記上の数値による計算結果と一致しない場合がある。

（万ha）

新市場
開拓用米

（輸出用米等）
米粉用米 飼料用米

ＷＣＳ用稲
稲発酵

粗飼料用稲

130.3 3.6 4.8 0.7 0.8 11.6 4.4 10.2 8.5

125.1 3.6 5.0 0.7 0.8 14.2 4.8 10.6 8.9

124.2 3.5 4.9 0.9 0.8 13.4 5.3 10.5 8.8

125.9 3.0 5.0 1.1 0.6 9.9 5.6 10.3 8.4

136.3 - 4.4 0.9 0.4 4.9 5.0 9.6 7.6

10.4 ▲ 3.0 ▲ 0.6 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 4.9 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 0.9

Ｒ５年産

Ｒ４年産

大　豆
備蓄米

対前年差

Ｒ６年産

戦略作物

加工用米

Ｒ７年産
（６月末時点）

主食用米

Ｒ３年産

新規需要米

麦



注１：主食用米の６年産実績は、令和７年２月統計部公表の主食用米作付面積。
２：主食用米及び戦略作物の７年産意向は、地方農政局等が６月末時点で都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（麦・大豆は基幹作の面積）。
３：主食用米の対前年実績は、６年産実績と比較し、「 ：増加傾向」(1%超増加) 、「→：前年並み」(増減1%以内) 、「 ：減少傾向」(1%超減少)で分類。
４：加工用米及び新規需要米（新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲）の６年産実績は、取組計画の認定面積。
５：麦・大豆の６年産実績は、地方農政局等が都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
６：戦略作物の７年産意向の数値は、６年産実績と比較し、「赤：増加傾向」(1%超増加) 、「黒：前年並み」(増減1%以内) 、「緑：減少傾向」(1%超減少)で分類。

⽔⽥における作付意向（令和7年産第3回中間的取組状況（令和7年6⽉末時点）） ①
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（千ha）

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

全国計 125.9万 136.3万 50.2 43.7 11.2 9.4 6.3 3.7 98.7 49.2 56.5 49.8 103.1 95.8 84.4 75.8 

北海道 83.7 90.3 ↗ 6.8 8.0 2.5 2.2 0.2 0.1 5.3 2.3 2.5 3.1 31.8 29.8 16.5 14.8 

青 森 37.2 43.7 ↗ 0.7 0.3 0.5 0.3 0.0 0.0 5.4 4.3 0.9 0.8 0.5 0.5 4.8 4.3 

岩 手 43.1 46.8 ↗ 1.3 0.8 0.4 0.4 0.0 0.0 4.8 3.0 2.5 2.1 3.5 3.3 4.1 3.7 

宮 城 58.4 64.9 ↗ 0.9 1.4 1.2 1.1 0.1 0.1 7.2 3.6 3.0 2.4 2.2 2.3 9.4 8.6 

秋 田 72.2 81.1 ↗ 8.4 5.7 0.5 0.5 0.3 0.2 2.5 0.9 1.4 1.0 0.1 0.1 8.5 7.5 

山 形 52.4 57.0 ↗ 4.3 4.7 0.5 0.5 0.1 0.0 4.7 3.4 1.4 1.3 0.1 0.1 4.5 4.1 

福 島 56.5 67.3 ↗ 0.4 1.0 0.2 0.1 0.0 0.0 7.0 1.6 1.1 0.9 0.4 0.4 0.9 0.8 

茨 城 59.9 66.4 ↗ 1.3 1.1 1.1 0.9 0.1 0.1 10.3 4.4 0.6 0.6 3.9 3.5 0.7 0.6 

栃 木 49.0 57.9 ↗ 1.9 1.7 0.1 0.0 0.9 0.2 11.6 5.1 2.3 1.9 7.5 6.9 0.4 0.3 

群 馬 12.8 14.6 ↗ 1.4 0.2 0.0 0.0 0.2 0.1 1.0 0.3 0.6 0.6 2.2 1.3 0.1 0.1 

埼 玉 28.4 30.2 ↗ 0.1 0.1 0.1 0.0 0.9 0.4 2.1 0.9 0.1 0.1 2.2 2.2 0.4 0.3 

千 葉 48.3 53.9 ↗ 2.1 1.5 0.0 0.1 0.1 0.0 6.6 2.1 1.3 0.9 0.5 0.4 0.2 0.2 

東 京 0.1 0.1 → - - - - - - - - - - - - - - 

神奈川 2.8 2.8 → - - - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

新 潟 101.4 108.7 ↗ 6.8 6.6 1.8 1.5 1.4 0.7 2.9 1.4 0.7 0.6 0.2 0.2 3.9 3.4 

富 山 31.2 33.5 ↗ 1.1 1.3 0.4 0.4 0.3 0.3 1.9 1.5 0.5 0.5 3.3 2.9 3.7 3.6 

石 川 21.2 21.9 ↗ 0.5 0.5 0.1 0.0 0.2 0.2 0.5 0.2 0.1 0.1 1.2 1.1 1.0 0.8 

福 井 21.9 23.5 ↗ 0.5 0.5 0.3 0.2 0.1 0.1 1.5 0.9 0.2 0.1 5.2 5.0 0.1 0.1 

山 梨 4.6 4.6 → 0.1 0.1 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 

長 野 29.0 30.0 ↗ 0.8 0.4 0.3 0.2 0.0 0.0 0.3 0.2 0.3 0.3 2.5 2.3 0.6 0.6 

岐 阜 19.6 20.6 ↗ 1.1 0.9 0.1 0.1 0.1 0.1 2.8 1.9 0.3 0.3 3.7 3.6 0.3 0.2 

静 岡 14.4 14.9 ↗ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.0 0.0 

愛 知 25.0 25.6 ↗ 0.6 0.5 0.0 0.0 0.3 0.3 1.3 1.0 0.2 0.1 5.7 5.6 0.1 0.1 

三 重 24.5 25.3 ↗ 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 2.0 1.3 0.3 0.3 7.1 6.8 0.2 0.1 

大 豆

対前年
実績

７年産
意向

６年産
実績

主食用米

ＷＣＳ用稲
（稲発酵粗飼料用稲）

新市場開拓用米
（輸出用米等）

都道
府県

戦略作物

麦加工用米
新規需要米

飼料用米米粉用米



⽔⽥における作付意向（令和7年産第3回中間的取組状況（令和7年6⽉末時点）） ②
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注１：主食用米の６年産実績は、令和７年２月統計部公表の主食用米作付面積。
２：主食用米及び戦略作物の７年産意向は、地方農政局等が６月末時点で都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（麦・大豆は基幹作の面積）。
３：主食用米の対前年実績は、６年産実績と比較し、「 ：増加傾向」(1%超増加) 、「→：前年並み」(増減1%以内) 、「 ：減少傾向」(1%超減少)で分類。
４：加工用米及び新規需要米（新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲）の６年産実績は、取組計画の認定面積。
５：麦・大豆の６年産実績は、地方農政局等が都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
６：戦略作物の７年産意向の数値は、６年産実績と比較し、「赤：増加傾向」(1%超増加) 、「黒：前年並み」(増減1%以内) 、「緑：減少傾向」(1%超減少)で分類。

（千ha）

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

６年産
実績

７年産
意向

滋 賀 27.4 28.5 ↗ 0.5 0.3 0.2 0.2 0.0 0.0 1.5 1.0 0.3 0.3 8.5 8.2 0.5 0.5 

京 都 13.0 13.2 ↗ 0.5 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.2 0.3 0.2 

大 阪 4.3 4.2 ↘ 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

兵 庫 32.2 33.2 ↗ 0.7 0.6 0.2 0.2 0.0 0.0 0.7 0.4 1.0 0.9 2.0 1.9 1.6 1.4 

奈 良 8.0 7.9 → 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 

和歌山 5.7 5.6 ↘ - - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

鳥 取 11.6 12.0 ↗ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.5 0.4 0.4 0.1 0.1 0.6 0.5 

島 根 15.7 16.1 ↗ 0.2 0.1 0.0 - 0.0 0.0 0.7 0.5 0.8 0.7 0.3 0.2 0.6 0.5 

岡 山 27.2 28.1 ↗ 0.3 0.1 0.2 0.2 0.1 0.0 1.1 0.3 0.5 0.5 1.2 0.9 1.0 0.7 

広 島 20.1 20.1 → 0.4 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.4 0.1 0.7 0.7 0.3 0.2 0.2 0.2 

山 口 15.8 16.2 ↗ 1.0 0.8 0.1 0.1 0.0 0.0 1.0 0.6 0.4 0.4 0.8 0.8 0.7 0.6 

徳 島 9.8 10.3 ↗ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.2 0.3 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 

香 川 9.8 9.9 ↗ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.3 0.3 1.2 1.2 0.0 0.0 

愛 媛 12.7 12.8 → 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.3 0.2 0.3 0.2 0.4 0.4 0.3 0.3 

高 知 10.1 10.4 ↗ 0.1 0.1 - - 0.0 0.0 1.0 0.5 0.3 0.3 0.0 0.0 0.1 0.0 

福 岡 32.2 34.3 ↗ 0.2 0.2 0.0 0.0 0.2 0.2 2.2 1.1 2.3 2.0 1.2 1.1 7.7 6.8 

佐 賀 22.0 23.7 ↗ 0.4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.5 2.3 1.8 1.1 0.2 6.5 6.3 

長 崎 9.4 9.4 → 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.6 1.5 0.1 0.1 0.3 0.2 

熊 本 28.8 31.7 ↗ 0.7 0.3 0.0 0.0 0.2 0.1 1.4 0.6 9.4 8.3 0.8 0.7 2.1 1.8 

大 分 17.8 18.8 ↗ 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 1.8 1.1 2.8 2.4 0.7 0.6 1.1 0.8 

宮 崎 12.4 13.4 ↗ 2.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.8 7.4 6.8 0.0 0.0 0.2 0.2 

鹿児島 15.6 17.4 ↗ 1.4 0.9 0.0 - 0.0 0.0 0.7 0.4 4.2 3.5 0.1 0.1 0.3 0.2 

沖 縄 0.6 0.6 ↗ 0.0 0.1 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - - - 

都道
府県

麦

６年産
実績

７年産
意向

対前年
実績

主食用米
新規需要米

戦略作物

米粉用米 飼料用米
加工用米 ＷＣＳ用稲

（稲発酵粗飼料用稲）

新市場開拓用米
（輸出用米等）

大 豆



（参考）主⾷⽤⽶の作付⾯積・⽣産量・需要実績の推移
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注１：平成16年産から平成19年産の作付面積・生産量は生産局資料、平成20年産以降は「作物統計」、需要実績は「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」による。
２：需要実績は、例えば、平成16年の行には「平成16/17年」の需要実績を記載。

年　次
作付面積
（万ha）

生産量
（万トン）

需要実績
（万トン）

年　次
作付面積
（万ha）

生産量
（万トン）

需要実績
（万トン）

平成16（2004） 165.8 860.0 865.4 27（2015） 140.6 744.2 766.2

17（2005） 165.2 893.0 851.7 28（2016） 138.1 749.6 754.0

18（2006） 164.3 840.0 837.5 29（2017） 137.0 730.6 739.6

19（2007） 163.7 854.0 854.5 30（2018） 138.6 732.7 734.6

20（2008） 159.6 865.8 823.6 令和元（2019） 137.9 726.1 714.4

21（2009） 159.2 830.9 814.1 ２（2020） 136.6 722.6 704.0

22（2010） 158.0 823.9 820.0 ３（2021） 130.3 700.7 701.5

23（2011） 152.6 813.3 813.3 ４（2022） 125.1 670.1 691.1

24（2012） 152.4 821.0 781.1 ５（2023） 124.2 661.0 704.9

25（2013） 152.2 818.2 786.6 ６（2024） 125.9 679.2 －

26（2014） 147.4 788.2 782.5


